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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
フ
ェ
ア
リ
ー
・
サ
ー
ナ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
７
０
５
Ｃ

【
作
者
名
】

　
カ
ナ
カ
ナ

【
あ
ら
す
じ
】

　
世
界
に
、
数
十
人
し
か
い
な
い
、
妖
精
使
い
こ
と
フ
ェ
ア
リ
ー
・
サ
ー
ナ
。

太
陽
の
ク
リ
ス
タ
ル
で
、
太
陽
の
光
を
取
り
戻
せ
！
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～
始
ま
り
～

雨
が
降
る
中
、
森
の
中
を
歩
い
て
い
る
少
年
が
い
る
。

そ
の
少
年
は
、
１
３
才
く
ら
い
だ
ろ
う
か
。
赤
紫
色
の
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
に
、
あ

か
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
。
胸
の
所
に
大
き
な
緑
の
リ
ボ
ン
が
あ
る
。
そ
の
、
隣
に
は
妖

精
が
い
る
。
と
、
い
っ
て
も
あ
の
、
人
間
の
よ
う
な
妖
精
で
は
な
い
。

緑
の
丸
い
体
に
て
っ
ぺ
ん
に
花
。
尻
尾
に
つ
い
て
い
る
、
ク
リ
ス
タ
ル
が
キ
ラ

キ
ラ
と
光
る
。

ー
世
界
中
に
は
、
わ
ず
か
、
何
十
人
し
か
い
な
い
、
妖
精
使
い
。
す
な
わ
ち
、

フ
ェ
ア
リ
ー
・
サ
ー
ナ
と
い
う
人
が
い
る
。
こ
の
少
年
、
ロ
ト
が
ー
そ
う
。
フ

ェ
ア
リ
ー
・
サ
ー
ナ
・
・
・
！
！

そ
の
、
少
年
ロ
ト
が
緑
の
妖
精
に
言
っ
た
。
「
な
か
な
か
雨
や
ま
な
い
ね
。
リ

ド
マ
」
そ
の
、
リ
ド
マ
と
い
わ
れ
た
妖
精
が
怒
鳴
だ
し
た
。
「
だ
ー
！
や
ま
な

い
じ
ゃ
ね
ー
よ
！
お
前
が
、
方
向
オ
ン
チ
の
せ
い
で
こ
ー
な
っ
た
ん
だ
ろ
！
」

リ
ド
マ
の
黄
色
の
瞳
が
ロ
ト
を
見
る
。

「
ご
め
ん
よ
。
リ
ド
マ
」
ロ
ト
が
誤
る
と
そ
の
場
は
静
か
に
な
っ
た
。
・
・
・

リ
ド
マ
が
ロ
ト
に
怒
鳴
っ
た
。
「
静
か
す
ぎ
だ
ー
！
な
ん
か
喋
れ
ー
！
」
ロ
ト

が
、
リ
ド
マ
の
口
を
抑
え
た
。
「
し
っ
。
」
ロ
ト
が
静
か
に
言
う
。
ロ
ト
の
目

先
に
は
騎
士
が
い
る
。
自
分
の
村
を
指
差
す
と
馬
に
乗
り
ー
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

ロ
ト
と
リ
ド
マ
が
茂
み
か
ら
出
て
来
た
。
リ
ド
マ
が
怒
鳴
る
。
「
だ
ー
！
ど
う

し
た
ん
だ
よ
！
な
ん
で
隠
れ
て
ん
だ
よ
ー
！
！
」

ロ
ト
が
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
口
調
で
言
っ
た
。
「
あ
れ
は
、
シ
ン
ル
ロ
騎
士
団
。

通
称
、
神
の
盾
騎
士
団
。
」
リ
ド
マ
が
、
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
ロ
ト
に
言
っ

た
。
「
だ
か
ら
っ
て
、
何
で
隠
れ
る
ん
だ
？
」
ロ
ト
は
、
リ
ド
マ
の
問
い
に
答

え
な
か
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
雨
が
止
み
村
に
帰
っ
た
。
ロ
ト
は
、
静
か
な
リ
ド
マ
を
見
て
、

ク
ス
ッ
と
笑
っ
た
。
こ
の
、
小
さ
な
村
、
マ
ド
ー
レ
ン
に
は
、
北
の
方
に
、
シ

ャ
イ
ン
ツ
リ
ー
。
通
称
、
太
陽
の
木
が
あ
る
。
そ
の
木
の
そ
ば
に
は
、
ロ
ト
の

母
の
墓
が
あ
る
。
ロ
ト
が
、
太
陽
の
木
の
所
に
来
た
。
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か
つ
て
、
母
は
自
分
を
と
て
も
愛
し
て
く
れ
て
た
。
そ
の
事
を
思
い
出
す
と
涙

が
こ
ぼ
れ
る
。
ロ
ト
は
、
涙
を
服
に
こ
す
り
墓
に
、
花
を
添
え
た
。
そ
し
て
、

手
を
合
わ
せ
る
。
「
お
母
さ
ん
。
静
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
・
・
・
」
そ
う
言

っ
て
、
す
ぐ
に
立
つ
。
そ
の
時
ー
「
ロ
ト
・
・
・
。
」
頭
に
、
誰
か
の
声
が
響

い
た
。
「
リ
ド
マ
。
何
か
言
っ
た
？
」
リ
ド
マ
が
、
首
を
振
る
。
ま
た
聞
こ
え

る
。
「
ロ
ト
・
・
・
」
ロ
ト
は
、
落
ち
着
い
て
聞
い
た
。
「
君
は
誰
？
」
そ
の
、

声
が
答
え
る
。
「
シ
ャ
イ
ン
ツ
リ
ー
で
す
・
・
・
も
う
、
太
陽
の
光
が
無
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
・
・
・
。
」
ロ
ト
が
、
驚
い
て
シ
ャ
イ
ン
ツ
リ
ー
を
見
る
。

そ
し
て
、
聞
い
た
。
「
太
陽
の
光
っ
て
？
ど
う
い
う
事
だ
い
？
」
返
事
が
く
る
。

「
太
陽
の
光
が
・
・
・
こ
の
世
界
か
ら
、
消
え
て
し
ま
う
ん
で
す
。
」
ロ
ト
は
、

少
し
黙
り
、
や
が
て
ま
た
口
を
開
い
た
。
「
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
？
」
「
太

陽
の
ク
リ
ス
タ
ル
の
話
し
っ
て
ま
す
か
？
」
ロ
ト
が
、
頷
く
。
太
陽
の
ク
リ
ス

タ
ル
と
は
、
太
陽
の
よ
う
な
光
を
持
つ
ク
リ
ス
タ
ル
ー
で
も
、
お
と
ぎ
話
の
は

ず
じ
ゃ
・
・
・
。
シ
ャ
イ
ン
ツ
リ
ー
が
言
う
。
「
そ
れ
は
、
お
と
ぎ
話
で
は
無

い
。
本
当
に
有
り
ま
す
。
」
ロ
ト
が
、
さ
ら
に
驚
い
た
表
情
を
つ
く
る
。
「
ど

こ
に
あ
る
ん
だ
い
？
」
シ
ャ
イ
ン
ツ
リ
ー
が
言
う
。
「
分
か
り
ま
せ
ん
。
け
ど
、

本
当
に
あ
る
事
は
確
か
で
す
。
ど
う
か
ー
」
ロ
ト
が
、
微
笑
ん
だ
。
「
分
か
り

ま
し
た
。
太
陽
の
ク
リ
ス
タ
ル
だ
ね
？
た
し
か
、
３
つ
あ
る
ん
だ
ろ
？
」
シ
ャ

イ
ン
ツ
リ
ー
が
、
ハ
イ
と
言
っ
た
。

そ
う
と
決
ま
れ
ば
、
寝
て
い
た
リ
ド
マ
を
起
こ
し
、
旅
の
し
た
く
を
し
に
家
に

向
か
う
。

家
に
は
、
１
６
才
か
？
赤
い
マ
フ
ラ
ー
に
、
白
の
、
袖
な
し
の
シ
ャ
ツ
。
茶
色

の
ジ
ー
ン
ズ
。
赤
い
髪
を
し
た
、
青
年
が
い
た
。
横
に
は
、
黄
色
で
丸
い
、
尻

尾
が
つ
ぼ
み
の
妖
精
が
い
る
。
「
サ
ン
兄
さ
ん
。
僕
は
、
い
き
ま
す
よ
。
」
そ

の
、
サ
ン
と
呼
ば
れ
た
青
年
が
言
う
。
「
・
・
・
太
陽
の
ク
リ
ス
タ
ル
か
？
」

ロ
ト
が
頷
く
。
サ
ン
が
ク
ス
ッ
と
笑
っ
た
。
「
俺
も
、
い
く
よ
。
ロ
ト
。
」
ロ

ト
が
青
の
瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
言
っ
た
。
「
兄
さ
ん
！
」
ロ
ト
が
サ
ン
に
抱
き

つ
く
。
「
分
か
っ
た
か
ら
、
早
く
準
備
し
と
け
。
明
日
い
く
ぞ
。
」
ロ
ト
が
、

二
階
に
行
き
、
準
備
を
始
め
る
。
あ
あ
！
明
日
が
、
早
く
こ
な
い
か
な
ぁ
。
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～
ミ
ラ
ン
の
森
～
（
前
書
き
）

こ
こ
は
、
ミ
ラ
ン
の
森
。

混
合
武
器
変
化
で
、
魔
物
を
倒
す
！
？
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～
ミ
ラ
ン
の
森
～

ー
こ
こ
は
、
ど
こ
だ
ろ
う
か
。
ロ
ト
が
、
辺
り
を
見
回
す
。
そ
こ
は
、
暗
闇
だ

っ
た
。

サ
ン
も
リ
ド
マ
も
い
な
い
。
ー
け
ど
、
何
か
暖
か
い
光
を
感
じ
る
。
誰
だ
？
「

ロ
ト
・
・
・
」
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
「
ロ
ト
！
ロ
ト
っ
て
ば
！
」
そ
の
声
で
、

ロ
ト
が
起
き
た
。
リ
ド
マ
が
、
怒
鳴
る
。
「
お
前
か
ら
、
ゆ
っ
と
い
て
寝
坊
す

ん
な
ー
！
！
」
「
ご
め
ん
よ
。
リ
ド
マ
」
素
直
に
謝
る
。
ロ
ト
は
、
腰
に
愛
用

の
短
剣
を
つ
け
る
。
そ
し
て
、
赤
い
バ
ン
ダ
ナ
を
つ
け
た
。
気
を
引
き
締
め
て
、

外
に
む
か
う
と
、
サ
ン
が
ま
っ
て
い
た
。
「
お
そ
い
ぞ
。
ロ
ト
。
」
「
そ
う
で

す
の
！
」
隣
の
黄
色
の
丸
い
妖
精
も
言
う
。
こ
の
妖
精
の
名
前
は
ホ
ル
ン
。
サ

ン
も
、
妖
精
使
い
な
の
だ
。
ロ
ト
は
、
サ
ン
に
言
っ
た
。
「
太
陽
の
光
を
失
う

と
、
い
ま
い
る
、
魔
物
よ
り
、
強
い
魔
物
が
こ
の
地
上
に
く
る
ん
で
し
ょ
？
」

サ
ン
が
、
か
る
く
頷
く
。

二
人
と
２
匹
が
、
こ
の
近
く
の
森
に
向
か
っ
た
。
「
こ
こ
は
、
け
っ
こ
ー
魔
物

く
る
か
ら
な
。
」
サ
ン
が
、
言
う
。
ロ
ト
が
、
構
え
た
。
ガ
サ
ガ
サ
。

茂
み
が
動
い
た
。
「
来
る
ぞ
。
」
サ
ン
が
呟
く
と
、
魔
物
が
出
て
き
た
。

「
こ
い
つ
ら
は
、
ラ
イ
カ
と
ス
ス
ペ
ル
だ
。
」
ロ
ト
が
、
サ
ン
の
言
葉
を
冷
静

に
聞
く
。

黄
色
の
た
て
髪
に
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
体
。

い
ま
に
も
、
ス
パ
ー
ク
を
し
そ
う
な
の
が
、
ラ
イ
カ
。
ウ
サ
ギ
の
よ
う
な
見
た

目
。
爪
が
鋭
く
、
目
が
赤
い
。
こ
い
つ
が
、
ス
ス
ペ
ル
。

一
匹
と
一
頭
が
、
襲
っ
て
き
た
。
サ
ン
は
、
腰
の
剣
を
抜
き
出
し
て
ラ
イ
カ
を

き
る
。
ラ
イ
カ
は
、
光
の
粒
に
な
り
消
え
て
し
ま
っ
た
。
魔
界
へ
帰
っ
た
の
だ

ろ
う
。

も
う
一
匹
の
方
の
、
ス
ス
ペ
ル
は
、
ロ
ト
と
戦
っ
て
い
る
。
ロ
ト
は
必
死
に
短

剣
を
振
り
回
す
。
ス
ス
ペ
ル
は
、
鋭
い
爪
で
襲
っ
て
く
る
。
ロ
ト
は
リ
ド
マ
を

読
ん
だ
。
「
リ
ド
マ
！
混
合
武
器
変
化
だ
！
」
リ
ド
マ
が
、
舌
打
ち
を
し
て
、

ロ
ト
の
前
に
き
た
。
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「
混
合
武
器
変
化
！
！
！
」
ロ
ト
の
短
剣
に
リ
ド
マ
が
入
っ
た
。
そ
の
剣
は
、

で
か
い
ハ
ン
マ
ー
に
な
っ
た
。
リ
ド
マ
の
顔
が
、
ハ
ン
マ
ー
の
表
に
あ
る
。
こ

れ
は
、
妖
精
使
い
だ
け
が
つ
か
え
る
技
、
混
合
武
器
変
化
。
ソ
ー
ラ
マ
ジ
ッ
ク

と
い
う
。

「
ビ
ッ
グ
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
！
！
」

そ
う
叫
ぶ
と
、
ロ
ト
が
ハ
ン
マ
ー
を
振
り
下
ろ
す
。
ス
ス
ペ
ル
も
、
光
の
粒
に

な
っ
て
消
え
た
。

ロ
ト
が
　
混
合
武
器
変
化
を
解
除
す
る
。
リ
ド
マ
が
、
笑
っ
た
。
「
よ
ー
く
や

っ
た
ぞ
！
ロ
ト
！
ハ
ハ
ッ
！
」

ロ
ト
も
、
落
ち
着
い
た
よ
う
だ
。
立
ち
上
が
り
、
歩
き
だ
し
た
。
サ
ン
も
後
に

続
く
。

「
あ
ー
！
村
が
、
見
え
ま
す
の
。
サ
ン
様
。
」
ホ
ル
ン
が
、
村
を
指
差
す
。

ロ
ト
達
は
走
っ
て
行
っ
た
。
「
お
ぉ
～
。
で
か
い
村
・
・
・
っ
て
か
、
町
じ
ゃ

ん
。
」
サ
ン
が
、
言
う
。

ロ
ト
達
は
宿
に
向
か
っ
た
。
今
は
、
ま
だ
昼
だ
。
部
屋
を
確
保
し
、
町
を
見
て

回
っ
た
。
人
が
賑
わ
っ
て
い
る
所
が
あ
る
。

ロ
ト
達
は
、
そ
の
人
だ
か
り
に
紛
れ
て
、
人
々
が
見
て
る
方
を
見
た
。

ピ
ン
ク
の
ロ
ン
グ
ヘ
ア
ー
に
、
赤
色
の
瞳
。
年
は
、
１
４
く
ら
い
か
？
踊
り
子

の
よ
う
だ
。
彼
女
は
、
ロ
ト
に
ウ
ィ
ン
ク
し
た
。
ロ
ト
は
、
少
し
顔
が
赤
く
な

っ
た
。
サ
ン
が
そ
れ
を
見
て
、
ク
ス
ク
ス
笑
う
。
そ
し
て
、
「
こ
の
色
男
め
。
」

と
呟
い
た
。

も
う
、
夜
だ
。
ロ
ト
達
は
、
宿
に
い
き
、

眠
り
に
つ
い
た
。

が
、
ロ
ト
は
眠
れ
な
い
。
し
か
た
な
く
、
起
き
上
が
り
、
外
に
行
く
。

右
を
み
る
と
、
昼
間
の
踊
り
子
が
、
森
に
は
い
っ
て
い
っ
た
。
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～
ロ
ー
ル
ル
の
街
～
（
前
書
き
）

踊
り
子
が
、
森
へ
・
・
・
！
！

お
い
か
け
て
っ
た
ロ
ト
の
行
方
は
？
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～
ロ
ー
ル
ル
の
街
～

ロ
ト
は
、
踊
り
子
が
は
い
っ
て
い
っ
た
森
に
向
か
う
。
森
は
暗
く
、
月
明
か
り

を
頼
り
に
し
て
進
ん
で
い
っ
た
。

・
・
・
踊
り
子
の
姿
も
見
え
な
い
。

ー
そ
う
、
ロ
ト
は
、
方
向
オ
ン
チ
な
の
だ
。
ロ
ト
は
、
暗
い
森
の
中
を
さ
迷
っ

て
い
た
。
し
ば
ら
く
歩
い
て
い
る
と
誰
か
の
声
が
、
聞
こ
え
た
。
ロ
ト
は
、
近

く
の
茂
み
に
隠
れ
、
そ
の
話
を
聞
い
た
ー

「
お
い
。
ユ
リ
様
は
い
た
か
？
」
こ
の
声
は
、
神
の
盾
騎
士
の
声
だ
。
「
い
や
、

い
な
い
。
」
男
が
、
二
人
い
る
よ
う
だ
。

「
も
っ
と
、
よ
く
探
す
ぞ
。
」
男
達
は
、
そ
う
言
う
と
、
ど
こ
か
へ
い
っ
て
し

ま
っ
た
。
ロ
ト
が
、
ぼ
ー
っ
と
前
を
み
て
る
と
誰
か
が
、
肩
を
叩
い
た
。
ロ
ト

は
叫
び
そ
う
に
な
っ
た
が
、
踊
り
子
が
口
に
手
を
や
っ
た
。
「
お
願
い
！
静
か

に
し
て
。
」
静
か
に
踊
り
子
が
言
っ
た
。
踊
り
子
は
、
ロ
ト
の
口
か
ら
手
を
話

し
、
自
己
紹
介
し
た
。
「
私
、
ユ
リ
＝
レ
ー
ン
。
こ
こ
の
お
嬢
様
な
の
。
」
ロ

ト
が
、
驚
き
つ
つ
も
　
自
己
紹
介
し
た
。
「
僕
は
、
ロ
ト
。
宜
し
く
。
ユ
リ
さ

ん
」
ロ
ト
は
、
ユ
リ
と
握
手
し
た
。

そ
の
日
は
、
宿
に
行
き
、
ぐ
っ
す
り
寝
た
。

ユ
リ
は
、
知
ら
な
い
が
、
家
に
帰
っ
た
だ
ろ
う
。

ー
次
の
日
。

ロ
ト
が
起
き
る
と
サ
ン
が
、
指
を
差
し
て
、
「
お
前
に
用
だ
と
よ
。
」
ユ
リ
だ
！

ロ
ト
が
、
口
を
あ
ん
ぐ
り
あ
け
た
。
サ
ン
が
、
ク
ス
ク
ス
笑
う
。
「
じ
ゃ
、
お

幸
せ
に
。
」
そ
う
言
う
と
、
サ
ン
は
、
こ
の
部
屋
を
出
て
行
っ
た
。
「
に
っ
兄

さ
ん
！
！
！
」
ロ
ト
の
顔
が
真
っ
赤
に
な
っ
た
。

ユ
リ
の
格
好
は
、
ピ
ン
ク
の
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
に
、
青
の
ハ
チ
マ
キ
。
上
は
、
黒

の
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
に
、
パ
ン
ツ
を
は
い
て
い
た
。

武
器
は
ー
！
！

後
ろ
に
、
頭
に
大
き
な
　
は
え
と
り
草
の
よ
う
な
物
が
あ
り
、
桃
色
の
丸
い
体

は
可
愛
ら
し
い
。
そ
う
。
ユ
リ
も
、
フ
ェ
ア
リ
ー
・
サ
ー
ナ
ら
し
い
。
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ユ
リ
は
ロ
ト
に
、
「
宜
し
く
。
ロ
ト
！
」
と
言
っ
て
、
頬
に
軽
く
キ
ス
を
し
た
。

ロ
ト
は
赤
面
に
な
り
倒
れ
、
部
屋
を
覗
い
て
た
サ
ン
も
、
顔
が
赤
く
な
っ
た
。

何
が
と
も
あ
れ
！
仲
間
が
出
来
た
事
に
違
い
は
無
い
。

ユ
リ
と
い
う
仲
間
が
増
え
、

こ
れ
か
ら
も
旅
は
、
賑
や
か
に
な
り
そ
う
で
す
♪
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～
ロ
ー
ル
ル
の
街
～
（
後
書
き
）

こ
こ
ま
で
、
あ
り
が
と
う
！

ま
だ
ま
だ
か
く
ぞ
ぉ
！

へ
へ
っ
。
よ
か
っ
た
ら
ま
た
み
て
ね
！

ｂ
ｙ
．
カ
ナ
カ
ナ
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～
砂
漠
で
～
（
前
書
き
）

砂
漠
に
来
た
、
ロ
ト
達
。

し
か
し
！
そ
こ
に
ま
ち
う
け
て
た
者
と
は
！
？
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～
砂
漠
で
～

ま
た
、
闇
の
中
だ
。
こ
こ
は
？
た
だ
、
暗
い
。
な
ぜ
、
リ
ド
マ
と
か
サ
ン
と
か
ー

な
ん
で
い
な
い
ん
だ
？

「
お
ー
い
！
」
僕
は
、
必
死
に
皆
の
名
前
を
呼
ぶ
。
ー
返
事
は
無
い
。

「
ロ
ト
・
・
・
」
ま
た
、
優
し
く
暖
か
い
声
が
聞
こ
え
る
。
「
だ
れ
だ
！
？
」

僕
は
言
う
。
声
は
　
答
え
て
く
れ
な
い
。
た
だ
、
僕
の
名
前
を
呼
ぶ
。
「
ロ
ト
・

・
・
」
や
め
て
く
れ
！
そ
の
声
は
、
頭
の
中
で
響
く
。
助
け
て
！
！
「
・
・
・

ト
・
」
誰
か
の
声
が
聞
こ
え
る
。
あ
の
声
じ
ゃ
無
い
。
「
ロ
ト
。
ロ
ト
！
」
目

を
開
け
る
と
、
サ
ン
が
ロ
ト
を
覗
き
込
ん
で
た
。
「
お
前
、
ず
い
ぶ
ん
う
な
さ

れ
て
た
ぞ
。
大
丈
夫
か
？
」
「
う
ん
・
・
・
」
力
が
無
い
声
で
答
え
る
。
ロ
ト

は
、
リ
ド
マ
を
見
た
。
リ
ド
マ
が
、
怒
鳴
る
。
「
だ
ー
！
！
い
つ
ま
で
も
寝
て

ん
じ
ゃ
ね
ぇ
っ
つ
ー
の
！
！
」
「
そ
う
で
す
の
ー
！
」
続
け
て
ホ
ル
ン
も
怒
鳴

る
。
「
は
は
・
・
・
ご
め
ん
っ
て
・
・
・
。
」
ロ
ト
は
、
ふ
ら
つ
き
な
が
ら
も
、

頭
に
赤
い
バ
ン
ダ
ナ
を
す
る
。
「
い
こ
う
か
。
み
ん
な
。
」
全
員
頷
く
。

今
は
、
街
に
い
る
が
、
次
は
、
森
か
も
し
れ
な
い
し
、
砂
漠
か
も
し
れ
な
い
。

け
ど
、
ロ
ト
達
は
、
歩
き
だ
し
た
。

「
あ
っ
つ
い
ト
コ
だ
な
。
」
サ
ン
が
言
う
。
そ
れ
も
そ
う
だ
。
歩
き
続
け
て
約

３
０
分
。
こ
こ
は
、
砂
漠
だ
。
「
水
あ
る
？
」
ユ
リ
が
聞
く
。
「
無
い
で
す
の

ー
。
」
ホ
ル
ン
が
、
答
え
た
。

街
や
、
村
は
見
当
た
ら
な
い
。
ー
そ
し
て
、
２
時
間
。
皆
は
、
喉
が
カ
ラ
カ
ラ

だ
っ
た
。
サ
ン
が
、
先
を
指
差
す
。
「
な
ぁ
、
あ
れ
さ
・
・
・
オ
ア
シ
ス
じ
ゃ

ね
？
」
サ
ン
の
指
差
す
先
を
見
る
と
、
オ
ア
シ
ス
だ
。
皆
は
、
ふ
ら
つ
き
な
が

ら
も
、
言
っ
た
。
そ
こ
に
あ
る
水
を
、
ゴ
ク
ゴ
ク
飲
ん
だ
。
「
生
き
返
る
わ
。
」

ユ
リ
が
言
う
。
ど
う
や
ら
、
ゲ
ン
カ
ク
じ
ゃ
無
い
よ
う
だ
。
ロ
ト
も
ゆ
っ
く
り

と
水
を
飲
む
。
美
味
し
い
！
ロ
ト
は
、
そ
の
ま
ま
飲
み
続
け
た
。
リ
ド
マ
が
、

サ
ン
に
言
っ
た
。
「
な
ぁ
。
こ
い
つ
が
、
神
に
え
・
・
・
」
そ
こ
ま
で
言
う
と
、

サ
ン
が
口
を
抑
え
る
。
「
い
う
な
！
」
サ
ン
が
呟
く
よ
う
に
言
う
。

今
日
は
、
こ
こ
で
野
宿
だ
。
ユ
リ
は
テ
ン
ト
を
た
て
始
め
た
。
サ
ン
と
ロ
ト
、
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リ
ド
マ
も
手
伝
っ
た
。
見
事
な
で
き
ま
え
だ
！

全
員
は
、
そ
の
中
に
入
っ
て
ね
ぶ
く
ろ
を
用
意
し
た
。
ユ
リ
は
す
ぐ
寝
た
。
サ

ン
は
、
ロ
ト
を
呼
ん
だ
。
そ
し
て
、
一
本
の
ヤ
シ
の
木
の
前
に
来
た
。
サ
ン
が

あ
ぐ
ら
を
か
く
。

「
お
ぃ
。
ロ
ト
さ
ー
・
・
・
神
っ
て
信
じ
っ
か
？
」
少
し
あ
せ
っ
た
の
か
、
考

え
こ
み
口
を
開
く
。
「
う
う
ん
。
信
じ
て
な
い
よ
。
」
サ
ン
が
、
上
を
む
く
と
、

「
そ
っ
か
。
」
と
呟
い
た
。
ロ
ト
も
上
を
向
き
言
っ
た
。
「
・
・
・
星
キ
レ
イ

だ
ね
。
」

「
そ
う
だ
な
。
」
そ
の
時
、
ド
ォ
ン
！
！
と
い
う
音
が
、
響
き
渡
っ
た
。

ユ
リ
も
そ
れ
に
は
、
起
き
て
何
！
？
と
言
う
。

皆
は
、
言
葉
を
失
っ
た
。

だ
っ
て
目
の
前
に
ー

大
き
な
魔
物
が
い
た
の
だ
か
ら
。
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～
砂
漠
で
～
（
後
書
き
）

は
い
は
い
！

カ
ナ
カ
ナ
で
ー
す
！

こ
こ
ま
で
、
呼
ん
で
く
れ
て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね
。

ｂ
ｙ
．
カ
ナ
カ
ナ
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

フェアリー・サーナ
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